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■ ごあいさつ ■ 

1 歳半になる、孫娘が可愛くて可愛くて、

毎週日曜日に娘の家に行っています。 

孫の笑顔を見るたびに、健やかに育って

ほしいと願うとともに、この子に、平和で

だれもが幸せに暮らせる地球を残してや

りたいと強く思っています。そのために

も、「ユニセフ」や「フードバンク」「核兵

器廃絶」の取り組みに力を入れていきた

いと思っています。 

ユーコープ協力会会員企業の皆様におかれましては、

ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、平

素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

 さて、新型コロナウイルスの感染症の拡大は、消費者・

国民の生活様式を大きく変え、会員企業の皆様も大きな

影響を受けていることとご推察申し上げます。ようや

く、ピークを越えたとはいえ、まだまだ、第 2 波・第 3

波が心配されます。また、このまま終息に向かったとし

ても、消費者の消費行動や生活様式はコロナ以前に戻る

ことはありません。ウィズコロナ・ポストコロナの時代

の中で、様々な変化対応が求められます。 

 

 ユーコープは、生活協同組合の原点である「助け合い」

「分かち合い」「人と人のつながり」の精神をしっかり

守りながら、コロナ以降の消費者の暮らしの変化にしっ

かり対応し、組合員の暮らしの向上に貢献したいと考え

ております。しかしながら、私どもだけで実現できるも

のではございません。協力会会員企業の皆様と手を携え

て、お互いに、ＷＩＮ－ＷＩＮの関係が築けるように、

倍旧のご支援の程、よろしくお願いいたします。 

 

 

生活協同組合ユーコープ  

代表理事理事長  

當具 伸一                                      
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■ 役員のご紹介 ■ 

執行役員 店舗事業統括／事業本部副本部長  

盛田 和彦                                      

執行役員 企画統括   

橋田 邦彦                                     

執行役員 かながわ県本部長   

山口 友範                                      

                                    

執行役員 しずおか県本部長   

飯田 知男                                      
執行役員  やまなし県本部長 

伏見 孝文                                      

執行役員 商品統括  

前田 祐滋                                      

                                    

執行役員 システム・物流・業務改革統括  

小原 光裕                                      

                                    

執行役員 組織・管理管掌／バックアップ本部長  

宮﨑 泰成                                      
執行役員 宅配事業統括  

山下 登紀夫                                      

代表理事専務／事業本部長 

朝原 隆充                                     

常勤監事 

片山 陽一                                    

執行役員 参加と連携推進本部長 

田中 知巳                                     
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■ ２０２０年度経営基本方針 ■ 
「すべては 目の前の 組合員のために」 

 

指針１．組合員の立場で実践できる、人と組織をつくります。 

（1）家族や友達のように距離の近い関係づくりを大切にして、くらしをよく知りその声を生かします。 

（2）目の前の組合員にとってどうなのかをものさしに、どうやったらできるのか先ずやってみます。 

（3）組合員が満足し、利用し続けてもらえるユーコープをめざし、素直な心で知識、技術を学び合います。 

（4）助け合い協力し合い仲間を思いやる、ありがとうの言葉があふれる仲のいい組織をつくります。 

（5）地域での組合員活動をよく知り、ともに参加することで組合員とのつながりをより深め広げます。 

 

指針２．組合員の期待に事業で応え、事業構造の改革を進めます。 

（1）利用が増えることで供給が増え、持続的に利益が出る構造へ転換します。 

（2）一人ひとりのくらしに役に立つため全事業が協力し合い一体となったお仲間づくりを 

進めるとともに、継続してご利用いただけることを大切にします。 

（3）くらしからの願いに応えることができる商品づくりと品ぞろえを進めます。 

（4）基本を大切に、組合員に期待されていることを利用の場で実現します。 

（5）宅配事業は店舗事業と協力し、組合員とのつながりを深め地域のくらしに役立ちます。 

（6）店舗事業は宅配事業と協力し、組合員とのつながりを深め地域の拠点として役割を果たします。 

（7）共済・保険は、心・知識・技術を磨き地域にユーコープの保障を伝え広げます。 

（8）福祉事業はくらしに寄り添える持続的な事業が展開できるよう人づくりと体制づくりを進めます。 

 

指針３．社会的役割を発揮します。 

（1）内外コミュニケーションを組織全体で進めユーコープファンの輪を広げます。 

（2）商品を通じて生産者、お取引先、組合員とつながりの輪を深め広げます。 

（3）事業と活動が一体となり健康づくり、平和、環境、社会貢献、被災地支援に取り組み、 

地域を包括したネットワークづくりに貢献します。 

（4）地域のことをよく知り、お役に立てる実践を積み上げることで地域の一員として役割を果たします。 

（5）安全・安心、くらしの知恵、実践事例をわかりやすく、見やすくする改善を進め、 

同時にコミュニケーションにおいてさまざまなチャレンジをします。 
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１．２０１９年度報告 

（１）２０１９年度決算報告 （2019 年 3 月 21 日～2020 年 3 月 20 日） 

実績 前年比 予算比 実績 前年差 予算差

ユーコープ計 1,653.1 99.2% 98.0% 12.1 +5.82 +7.05

おうちＣＯ-ＯＰ 1,121.9 100.4% 99.0%

マイシィ 20.7 101.3% 96.3%

店舗 510.6 96.8% 95.9%

単位：億円

供給高 経常剰余

 

（２）２０２０年度予算 

 

2020予算 前年比 2020予算 前年差

ユーコープ計 1,620.2 98.0% +1.7 △10.4

おうちＣＯ-ＯＰ 1,108.5 98.8%

マイシィ 20.6 99.7%

店舗 491.1 96.2%

経常剰余

単位：億円

供給高

 

（３）主な取り組み 

  ① おうちＣＯ-ＯＰにおけるお仲間づくりの取り組み 

    おうちＣＯ-ＯＰでは、配達先でのお声がけや訪問など従来からの手法にとらわれ

ない、ＷＥＢやイベントなどを通じたお仲間づくりに力を入れてきました。ＷＥＢ

による加入手続きは、5 年ほど前から増加傾向が続いています。ＷＥＢサイトを見

るだけで、特典などのご案内からご利用方法の説明、加入手続きまでの流れがより

シームレスとなるようにサイトの改修や改善を進めてきたこと、特にスマホサイト

の改修を継続的に実施してきたことが効果的だったと分析しています。新型コロナ

ウイルス感染症の影響下でも、ＷＥＢを通じて多くの非対面での手続きがありまし

た。 

イベント出展は、2019 年度は 1,300 会場を超えました。大小様々なイベント、

週末の商業施設への出展など形態は様々です。新規利用者獲得と同時に、ユーコー

プを知っていただく機会として、重要な場となっています。地域の市民祭り等では

組合員と協力して出展し、組合員活動で取り組んでいる社会貢献活動やコープ商品

の紹介をしながら、おうちＣＯ-ＯＰをご案内しています。 
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この間はお取引先様にもご協力いただき、共同で出展する機会が増えています。

お立ち寄りいただくきっかけにもなり、お取引先様の商品をお試しいただき、それ

がおうちＣＯ-ＯＰで購入できることを伝えることで、おうちＣＯ-ＯＰへの加入

と、加入後の利用へと結びついています。 

新型コロナウイルス感染症の影響が広がり、対面、集合型イベントの開催が難し

い状況ですが、ＷＥＢを中心とした新しいコミュニケーションの在り方を模索しな

がら、対面、イベントでのご案内も段階的に取り組みます。 

 

 

おうちＣＯ-ＯＰ お仲間づくり実績推移 

お取引先様のご協力によるコラボレーション 

企画も新しいご利用に繋がっています。 
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② 総菜・即食・簡便商品の品ぞろえ拡大  

    組合員からの要望が高い、総菜系商品

の拡大に力を入れてきました。全 98 店

舗のうち、店内調理設備のない店舗（非

インストア店舗）は 48 店舗あり、これ

まで総菜の品ぞろえは僅かでした。

2019 年度より冷総菜を中心に取り扱い

アイテムの拡大と、各店舗におけるフェ

ースの拡大を行いました。当初は利用も

少なくロスの要因となりましたが、品ぞ

ろえを継続してきたことや、各店舗で毎

年行う周年祭等で組合員によるおすすめ

を行ってきたこともあり、徐々に利用が広がり、非インストア店舗の総菜供給高は

前年比 136%となっています。 

    おうちＣＯ-ＯＰでは冷蔵ミールキットの利用が伸びています。スタートした

2013 年と比較すると、企画回数で 5 倍以上、供給高で約 10 倍の伸びとなってい

ます。昨年 10 月からは冷凍ミールキットの取り扱いもスタートし、それに合わせ

てカット野菜をコーナー化して展開しました。冷凍ミールキットの供給高は４カ月

で 1 億円を超える利用となっています。 
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③ 組合員モニター制度『Ｕモニ』の取り組み 

   ユーコープモニター『Ｕモニ』の取り組みを 2018 年 4 月よりスタートし、募集

から 2 年足らずで 12,000 名を超えるモニターが登録しています。2019 年度は 63

企画を行い、うち 28 回がリアル企画、35 回がＷＥＢを中心とした企画です。企画

に参加した組合員の中には、ＳＮＳで投稿する方もおり、ユーコープやユーコープ

の取り組みの認知を広げることにもつながっています。 

新商品の開発や商品リニューアルでも試食会や座談会等で様々なご意見をいただ

いています。私たちだけでは思いつかないような、まさに消費者目線、組合員目線

の声が寄せられました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 資源回収・リサイクルの取り組み 

   ユーコープのリサイクル活動は、

1985 年に当時のかながわ生協いずみ

店で組合員が自主的に牛乳パックの回

収をしたことが始まりでした。以降、

3 県の店舗やおうちＣＯ-ＯＰで牛乳

パックの回収を開始し、現在では 11

品目の回収を行っています。 

組合員のリサイクルへの理解と参加

が進み、2019 年 10 月には「リデュ

ース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰」の会長賞をいただきました。7 月

より義務化されたレジ袋の有料化についても、ユーコープでは 1982 年からレジ袋

2※2019 年度 1 月度までの実績 
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の無料提供をやめ、全国の生協に先駆けて有料化を始めて以来、38 年間の取り組み

を進めてきました。現在、店舗での買い物袋の持参率は 9 割を超えています。これ

からも、組合員とともに身近な環境活動を進めます。 

 

  ⑤ フードドライブの取り組み 

     フードドライブの取り組みは、家庭で眠ってい

る食品をユーコープのお店にお持ちいただき、フ

ードバンクなどに寄贈する取り組みです。2016

年より開始し、2019 年度は 1 月と 8 月の年 2 回

取り組み、約 6t の食品をフードバンクなどに寄贈

しています。お取引先の皆さまにも賛助会員とし

ての寄付や、食品の寄贈など多くのご協力をいた

だいています。 

事業で発生する食品の余剰を抑制してくことを  

前提に、やむを得ず流通過程や家庭で消費しきれ

ない食品を寄贈する取り組みを引き続き推進し、

フードロスの削減に向けて、社会的責任を果たし

ます。 

寄贈された食品は、フードバンクなどを通じて、食品を必要としている団体や、家庭に届けら

れ、役立てられています。 
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２．2020 年度第 1 四半期の状況について 

（１）第 1 四半期 事業進捗状況 （2020 年 3 月 21 日～2020 年 6 月 20 日） 

 

実績 前年比 予算比 実績 前年差 予算差

ユーコープ計 491.1 121.0% 123.8% 24.8 +22.4 +23.9

おうちＣＯ-ＯＰ 334.9 121.5% 123.5%

マイシィ 5.2 101.3% 102.4%

店舗 151.0 120.6% 125.4%

単位：億円

供給高 経常剰余

 

（２）新型コロナウイルス感染症の影響 

  ① 全体概況 

    新型コロナウイルス感染症の影響は、全世界を揺るがす脅威となり、私たちの生

活を一変させてしまいました。緊急事態宣言は解除されたものの、社会全体の経済

活動の本格的な再開は見通せていません。 

緊急事態宣言発令時には、おうちＣＯ-ＯＰ、店舗ともに組合員の需要が急増し、

物流システムが逼迫するなど、これまでに経験したことのない事態に陥りました。

ユーコープでは従業員の健康管理に留意しながら組織一丸となり、営業を継続しま

した。 

協力会会員の皆様には、数々のご迷惑をおかけしましたことをお詫びするととも

に、たくさんのご協力をいただきましたことに心より感謝申し上げます。おかげを

もちまして、商品の調達、お届け、店舗での提供に対し、組合員から感謝の声を数

多く頂きました。引き続き感染の予防に努めながら、組合員のくらしを支える役割

を果たします。 

② 感染防止対策 

感染が広がる中、2 月末より対策本部を立ち上げ、おうちＣＯ-ＯＰ、店舗、本部

などでの感染防止策を講じてきました。全従業員について、家庭での検温、健康状

態の確認、手洗い励行、アルコール消毒の実施、マスク着用など個々の基本的な対

策はもとより、おうちＣＯ-ＯＰでは、組合員の希望に合わせ非対面での配達、店舗

ではレジへ飛沫防止のためのビニールシートの設置など、可能な限りの対策を進め

ました。しかしながら、たまプラーザ店で 1 名の従業員が感染し、消毒作業のため
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2 日間にわたり半日ずつの休業を余儀なくされ、組合員、お取引先の皆様へもご迷

惑をおかけしました。 

    また、本部でも不要不急の面談による商談のお断わりや、県域を跨ぐ出張の自

粛、海外出張の中止など、多くの企業と同様に対策を進めました。この先も、「新

しい生活様式」への転換と合わせ、様々な感染防止策が必要になると考えられま

す。皆様方のお知恵もお貸しいただきながら引き続き対策を講じます。 

  ③ 感染症流行後の利用状況 

    おうちＣＯ-ＯＰ、店舗ともに利用が急増しました。また、おうちＣＯ-ＯＰへの

利用意向も高まり、新規登録（お仲間づくり）も増加しました。非対面で手続きが

可能なＷＥＢによる登録が増え、4 月度には 5,870 名（前年比 492.0％）と伸長し

ました。 

年度 月度 供給高 前年比 利用人数 前年比 供給高 前年比 来店者数 前年比

2019年度 2月度 9,917,166 100.3% 1,977,779 99.5% 4,139,670 96.4% 2,065,687 96.1%

3月度 9,632,269 114.3% 1,846,552 107.4% 4,200,846 111.8% 2,013,834 105.4%

2020年度 4月度 10,160,202 112.8% 1,856,010 100.1% 5,211,041 124.7% 2,290,506 106.8%

5月度 11,918,609 137.1% 2,025,378 117.2% 5,111,275 123.0% 2,191,185 104.9%

6月度 11,415,986 115.6% 2,015,943 102.0% 4,773,692 114.1% 2,149,575 99.6%

単位：千円・人 おうちＣＯ-ＯＰ 店舗

 

④ 利用増への対応 

利用が急増し年末をはるかに上回る実績が続く中で、おうちＣＯ-ＯＰでは物流シ

ステムが逼迫し、感染症の影響が出る以前の平均値が日当たり平均 110 万点に対

し、最大 150 万点まで伸長し、これ以上受注を増やすことが難しい状態になりまし

た。既存利用者へ欠品なく配達することを第一の課題とし、物流由来の欠品を発生

させないため、プロモーションの中止に加え、「me-motto」「ＤＯＳＡ-ＴＴＯ」
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の 2 媒体の発行を中止し受注に制限をかけさせていただきました。お取引先の皆様

へは多大なご迷惑をおかけすることとなりました。ご協力に感謝申し上げます。 

ユーコープでも一時的に新規利用者の登録を見合わせる対応をとるとともに、物

流システムで補えない部分を宅配センターでのオペレーションに変更し、本部職員

も総出でサポートを行い、ピーク時の対応を乗り切ることがきました。 

     また、店舗においても、従業員への感染拡大防止、夜間の外出自粛などへの対応

として、営業時間を一部短縮したほか、店内の混雑防止のため、プロモーションを

一時中止するなどの対応を進めました。 

  ⑤ 商品の利用動向    

   

    2 月後半の国内感染拡大が顕著になった段階では、マスクやアルコール関連、紙

類などが大幅な利用増となりました。また、3 月中旬には、非常時への備えや臨時

休校の影響を受け、米や即席系の商品を中心とした常温加工食品が大きく伸長する

ようになりました。 

緊急事態宣言が発令され、臨時休校が長期化し、移動制限や休業要請、在宅勤務

が拡大する中において、冷凍食品を中心とした要冷商品の利用が高まりました。さ

・ 供給高合計が平均値を上回るサブラインだけを対象としています。       

＊：デリ課新設によるサブライン区分を見直し、ＳＫＵが増加した関係で大幅伸長しています。 

コロナ影響による伸長は１２０～１４０％程度です。 
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らに、緊急事態宣言下のゴールデンウィークは、在宅率が大幅に拡大し、本格的な

内食需要の高まりから、精肉、鮮魚、青果などの生鮮商品の利用が大きく伸長しま

した。現在でもその傾向が継続しています。また、マスクをはじめとした衛生用

品、内食需要には欠かせない、粉類やパスタなどの加工食品についても不安定な集

荷状況が続いています。 

⑥ ６月以降の回復状況 

    おうちＣＯ-ＯＰでは、物流のキャパシティオーバーへの対応を進め、稼働時間を

確保することで、持続可能な受注件数の上限値をこれまでの 1 日あたり 131 万点

から 151 万点へと引き上げました。それに伴い、受け付けを中止していた新規利

用登録を 6 月 4 日より再開し、順次案内を進めています。次年度以降も見据えた収

益基盤の強化を図る機会ととらえ、事業所配送体制の効率改善・増強と、感染防止

に留意しながら、需要に応えるお仲間づくりを進めます。 

    また、店舗では中止していたプロモーションの再開や、短縮していた営業時間を

通常に戻すなど、感染防止に留意しながら、基本的な買い場づくりを中心に、価格

対応・広告宣伝も含めた取り組みを強化し、この間ご利用いただいた組合員に継続

して来店いただける状態を作ります。 

３．今後、取り組んでいくこと 

（１）需要に応えたお仲間づくりの推進 

① ＷＥＢ広告によるお知らせとＷＥＢ申し込みの促進 

    広告宣伝は、ＷＥＢ広告中心に強化します。「自宅で出来るお買い物」など、買

い物による外出頻度を減らしたいという方への訴求や、ミールキットなど、自宅で

の調理機会の増加に対応した訴求を中心に行います。 

    ＷＥＢ申込限定のポイント特典を付加するなど、ＷＥＢでの利用申し込みへの誘

導を強化し事業所の営業体制不足を補います。 

② ご案内ルームの取り組み 

各地域・団体主催のイベント開催が見通せないことから、イベント出展を中心に

お仲間づくりを進めているご案内ルームでは、当初予算の半分程度の実績となる見

通しです。今後は、ユーコープ店舗での案内を中心に、状況を見ながら商業施設で

のイベント出展を段階的に再開します。 
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③ ご紹介の促進 

新型コロナウイルス感染症の影響下でおうちＣＯ-ＯＰをお知り合いの方にすすめ

る機会が増えていると想定し、紹介チラシの配布・ＷＥＢ告知を強化します。 

④ 配送体制の確保 

利用増により一部の宅配センターでは現在でも配送体制が不足し、ご利用をお待

ちいただく状態が続いています。担当者の採用や配送効率の見直しを通じて配送体

制を確保します。   

（２）利用促進 

  ① 価格対応 

    おうちＣＯ-ＯＰでは、商品調達や物流キャパシティを考慮し、７月３週、８月２

週、９月４週と段階的にプロモーションを再開します。店舗では「比較購買される

商品」の価格引き下げや、青果を中心とした価格打ち出しを強化します。 

② プロモーションの再開 

    おうちＣＯ-ＯＰではこの間中止していた高額利用者や長期利用者、誕生日月の方

への特典ポイントを再開します。秋以降、商品のおすすめ等も段階的に再開しま

す。また、この間の新規利用者に対してクーポンの発行など、様々な商品のお試し

機会を作ることを検討しています。   

    店舗では、新規来店のきっかけづくりや、一度来店した方に再度来店してもらえ

ることを目指したプロモーションを進めます。おうちＣＯ-ＯＰを利用する組合員

へ、メールやアプリを通じた店舗のお知らせ配信や、来店頻度の少ない方を対象に

したレジクーポンの発行など、効果を検証しながら取り組みます。 

③ コープ商品６０周年の取り組み 

    今年はコープ商品誕生から 60 周年を迎えます。

商品調達が極めて困難になったことから、当初計

画していた取り組みは絞らざるを得なくなりまし

たが、コープ商品の人気投票「総選挙」の取り組

みは、当初の 8 月 4 週から 11 月 1 週にスケジュ

ールを変更して実施する予定です。秋冬の商品調

達も不透明な状況ではありますが、組合員、お取
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引先の皆様と共に作り上げてきたコープ商品の良さをさらに広げる契機となるよう

取り組みを推進します。 

（３）ＷＥＢツールの活用強化 

① 「ｅふれんず」でのＷＥＢ接客の導入 

インターネット注文サイト「ｅふれんず」に新たに導入した「ＷＥＢ接客ツール

（サイト上で予め設定した行動をした方に対してポップアップ画面を表示させ、不

明点を解消したり、次の行動を促したりする機能）」を活用し、サイト上での困り

事の解消や、商品提案などの企画を強化し、継続した利用に繋げます。 

② 登録促進 

スマートフォンアプリのダウンロードやメールアドレス登録を促進し、おうちＣ

Ｏ-ＯＰだけでなく店舗のお知らせも合わせて配信を強化します。 

現在のポッケアプリをベースに、おうちＣＯ-ＯＰと店舗の共通スマートフォンア

プリとして、段階的に次期開発を進めます。組合員証・ポイントカードのアプリ機

能化や、店舗クーポンの配信機能などを予定しています。 

③ 組合員参加企画 組合員モニター制度『Ｕモニ』への登録促進 

組合員モニター制度『Ｕモニ』への登録を促進し、様々な企画への投稿や、投稿

をもとにした記事への共感をいただく中で、組合員同士、ユーコープと組合員の繋

がりを作ります。 

（４）店舗の改装について 

① 井田三舞店 3 月に新装オープン 

    2020 年 3 月 13 日に井田三舞店

（川崎市中原区）が改装リニューア

ルオープンしました。長い間生協を

支えてくださっている組合員に加

え、若年層の組合員も多い地域であ

り、地域の組合員の声を生かして改

装を進めてきました。開店以降、好

調に推移しています。 
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 井田三舞店開店以降の実績推移 

 

単位：千円・人 供給高 予算比 前年比 来店者数 予算比 前年比

4月度 225,730 134.9% 149.6% 84,483 116.8% 128.9%

5月度 219,675 138.0% 149.3% 78,149 112.6% 122.8%

6月度 197,813 118.6% 136.3% 73,991 101.6% 115.6%  

 

    

 

 

 

    

② 改装・修繕の積極的な推進 

    2020 年度は、神大寺店（横浜市神奈川区）の立て替えに加え、2 店舗の大規模

改装と 3 店舗の小規模な改装を進める予定です。また、小型店では品ぞろえを見直

し一部レイアウトの変更や什器の拡張を進めるとともに、必要な設備投資と修繕を

行います。 

立て替え中 ・神大寺店（神奈川県横浜市）2021 年 3 月新装オープン 

大規模改装 
・ミアクチーナ茅ヶ崎高田店（神奈川県茅ケ崎市） 

・城北店（静岡県静岡市） 

小規模改装 
・総菜系商品の強化、商品構成の適正化 

・3 店舗で実施 

小型店の品ぞろえ・ 

作業の見直し 

・店舗全体の商品構成とレイアウトの見直し 

・供給規模に合わせて作業を見直し生産性を向上 

 

（５）ＭＤについて 

① おうち CO-OP MD 

    新型コロナウイルス感染症への対応の一つとして企画の削減を実施していること

から、アイテム削減も含めた紙面構成の大幅な見直しを 9 月 4 週から実施します。

組合員の声に応えた店づくりを進めています。品ぞろえの拡充はもとより、通路幅の拡張や陳列棚を低

くするなど買い物がしやすくなったと好評です。また、子育て世帯の多い地域でもあるため、キッズス

ペースの確保やイートインコーナーも充実させました。 
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今年から立ち上げた「デリ商品課」において、総菜系商品のグルーピングと商品構

成の最適化、「me-motto」などの別媒体商品も含めた部門別の商品構成の再構

築、特集ページの削減と定番強化の取り組みを開始し、検証と不具合の修正を進め

ていきます。 

② 店舗 MD 

    重点商品や主力商品の取り組みの強化、総菜系商品の展開強化を進めます。ま

た、組合員のくらしや周辺の競合状況の変化、個店ごとの事業規模に対応した買い

場・商品構成の実現のための「店舗活性化改装」で、買い場と人、商品構成のマッ

サージ（販売動向や客導線などの調査・分析）や最適化に取り組みます。さらに、

青果を中心に利用頻度や回数を高める価格・商品政策に改めてチャレンジします。 

（６）くらしにフィットするための総合力が発揮できる体制へ 

    ユーコープは、組織合同し一つの生協になる以前まで遡ると、70 年以上にわたり

組合員とともに事業と活動を進めてきました。その過程で築かれた組合員との信頼

関係と、組合員との距離の近さが私たち生協の最大の強みです。組合員のくらしに

寄り添い、誰よりも組合員のくらしを知り、組合員のくらしに役立つ提案をしてい

くことが、利用が増える循環を生み出すと考えています。 

組合員のくらしに役立つ提案をしていく上で、生協の側から事業を切り分けて組

合員との接点をつくるのではなく、組合員の側から見たときに一つの生協として感

じられるように、組合員のくらしとユーコープ全ての事業や活動を結び付けて発

想・提案していくことで、私たちの総合力が発揮できるものと考えています。 

こういった考えに基づき、今年度の組織編制では営業企画の分野と商品企画、調

達の分野でおうちＣＯ-ＯＰ、店舗、共済、サービス事業の機能を統合しました。 

例えばＷＥＢやイベントでは、おうちＣＯ-ＯＰ、店舗、共済、サービス事業を組

み合わせて、より組合

員のくらしに役立つ提

案をしていきます。併

せて、おうちＣＯ-ＯＰ

と店舗、サービス事業

等の案内やプロモーシ

ョンの連動により、複

数事業の利用が広がる

ことを目指します。 

おうちＣＯ-ＯＰ・店舗・    

サービス事業のプロモーション 
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（７）組合員とともに ～新しい参加の在り方～ 

    新型コロナウイルス感染症の影響下では組合員とのコミュニケーションや参加の

在り方についてもこれまでとは違う方法の検討が迫られています。リアルに集まる

ことなく、組合員間のコミュニケーションが取れる、組合員の声が届く、お取引先

様や産地の皆様との交流ができるなど、ＷＥＢの活用を中心とした新たな活動・参

加の在り方を組合員とともに創造していきます。 

    組合員参加の場では、毎年「ピースアクション in ヒロシマ・ナガサキ」とし

て、組合員とともに被爆地を訪ねてきた平和の取り組みは、ＷＥＢを通じて被爆者

の体験談を広く多くの方へ伝える企画へと変更して取り組みます。また、静岡エリ

アでは静岡県とタイアップし、県が推進する地球温暖化防止に取り組むアプリを活

用したくらしの中のエコ活動を促進するなど新たな参加の広がりができてきていま

す。 

（８）新しい働き方への対応（モバイルワークの実践など） 

    組合員参加の場と同様に私たちの働き方についても「新しい生活様式」に合わせ

た変化を余儀なくされています。新型コロナウイルス感染症の拡大が進む中、ユー

コープでもフリーアドレス制を採用した際に整備した通信環境を生かし、モバイル

ワークやＷＥＢ会議をさらに促進してきました。今後は、非対面での業務、組織内

コミュニケーションを基本とした働き方の実践に向け、更なる設備投資を行いま

す。 

    まずは、3 県すべての宅配センター、店舗、物流などの拠点から参加できるオン

ライン会議の環境整備を進め、必要な通信機器の貸与、ＷＥＢ会議拠点の整備を進

めます。また、商談や打ち合わせ、産地交流の在り方についても、お取引先様の取

り組みに合わせながら「新しいスタイル」を築いていきたいと考えています。 

最後に 

感染症の終息が見えない中、「新しい生活様式」「新しい仕事のスタイル」を模索し

ながらも、これを好機ととらえ、変えられるところは柔軟に変化していきたいと考えて

います。 

ユーコープとして目指していきたいことがしっかりと具現化できるよう、組織一丸と

なって邁進いたします。お取引先の皆様におかれましても、目指す方向性を共有してい

ただき、更なるご支援、ご協力をお願いいたします。 
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